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(5) 調査票 

 

 

 



24 

 

 

 



25 

 

 

 

 



26 

 

 

 



27 

 

 

 



28 

 

 

 



29 

 

２．調査結果（速報） 

 

(1) 配布回収状況（速報） 

7 月 13 日時点 配布 回収 回収率（世帯） 

世帯数ベース 1280 世帯 958 世帯 75％ 

調査票ベース 2560 部 1724 部 － 

 

(2) 単純集計結果（速報） 

問 1：路線バス(長岡駅～小島谷駅)の利用頻度を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2：和島乗合タクシーの利用頻度を教えてください。 

 

 

 

 

 

○週に 1日以上利用する人は、約 3％でありごくわずかとなっている。 

○週に 1日以上利用する人は、約 1％でありごくわずかとなっている。 

項目 回答数 比率

ほぼ毎日 21 1%

週に数日程度 14 1%

週に1日 21 1%

月に1日程度 162 9%

月に1日より少ない 1,280 74%

無回答 226 13%

計 1,724 100%

ほぼ毎日

1%

週に数日程度

1% 週に1日

1%

月に1日程度

10%

月に1日より少

ない

74%

無回答

13%

(n=1724)

項目 回答数 比率

ほぼ毎日 7 0.4%

週に数日程度 7 0.4%

週に1日 3 0.2%

月に1日程度 44 3%

月に1日より少ない 1,415 82%

無回答 248 14%

計 1,724 100%

ほぼ毎日

0.4%

週に数日程度

0.4%
週に1日

0.2%

月に1日程度

3%

月に1日より少

ない

82%

無回答

14%

(n=1724)
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問 3：利用者を増やすために効果的だと思う取り組みを 3つ選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 回答数 比率

運行ダイヤ見直し 830 48%

自宅近くまで運行 604 35%

目的地のすぐ近くまで運行 580 34%

運賃を安くする 483 28%

運行ルートの見直し 458 27%

急行便の運行 446 26%

バス停の上屋整備 182 11%

乗り降りしやすい車両の導入 159 9%

定時性向上 71 4%

その他 116 7%

無回答 291 17%

サンプル数 1,724 －

48%

35%

34%

28%

27%

26%

11%

9%

4%

7%

17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行ダイヤ見直し

自宅近くまで運行

目的地のすぐ近くまで運行

運賃を安くする

運行ルートの見直し

急行便の運行

バス停の上屋整備

乗り降りしやすい車両の導入

定時性向上

その他

無回答

(n=1724)

○効果的な取り組みとしては、「運行ダイヤ見直し」が 48％と最も多く、次いで

「自宅近くまで運行」35％、「目的地のすぐ近くまで運行」34％となっている。
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問 4：現在の状況で、あなた自身にとって公共交通は必要ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 5：「問 3」で選んだ取り組みを実施した場合、あなたは公共交通を利用しますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 回答数 比率

必要 532 31%

必要でない 981 57%

無回答 211 12%

計 1,724 100%
必要

31%

必要でない

57%

無回答

12%

(n=1724)

項目 回答数 比率

利用する 727 42%

利用しない 643 37%

無回答 354 21%

計 1,724 100%
利用する

42%

利用しない

37%

無回答

21%

(n=1724)

○約 3割の人が、自分自身にとって公共交通は必要だと考えている。 

○約 4割の人が、選んだ取り組みが実施された場合、公共交通を利用すると回答

している。 
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３．今後のスケジュール 

 

 

 

 

７月下旬 

９月以降 

アンケート集計作業完了 

和島地域委員会分科会へ議題上程 

（数回開催予定） 

地域交通の方向性の検討 

バス事業者と協議 


